
各国の主要政治・経済イベント予定 （3月5日時点）

4月の各国主要政治・経済イベント
日本 米国 グローバル

上旬

3月日銀短観（1日） 3月ISM製造業景況指数（1日）
3月雇用統計（3日）
3月ISM非製造業景況指数（3日）
3月個人消費・所得（9日）
3月消費者物価指数（10日）

（中）3月RatingDog製造業PMI（1日）
米中首脳会談（3/31-4/2日予定）

中旬
3月貿易統計（20日） （中）1-3月期GDP速報（16日）

下旬

3月消費者物価指数（24日）
金融政策決定会合（27-28日）
3月鉱工業指数（30日）

FOMC（29-30日）

1-3月期GDP速報（30日）

IMF世界経済見通し
（欧）1-3月期GDP速報（30日）
（欧）4月消費者物価速報値（30日）
（英）金融政策決定会合（30日）
（欧）ECB理事会（30日）

（注）�作成時点で、第一ライフ資産運用経済研究所経済調査部が信ずるに足ると判断した情報に基づき作成していますが、その正確性、完全性に対す
る責任は負いません。

　FOMC（Federal Open Market Committee、連邦公開市場委員会）とは、米国の金融政策を決定するための
会合です。日本では「日銀金融政策決定会合」に該当します。
　直近1月27日〜28日のFOMCでは、2025年後半からの3会合連続利下げを経て、政策金利（FF金利）の誘導目
標を3.50〜3.75％で据え置くことを決定しました。ただ、2月に公表された議事要旨では、今後の方向感については
意見が分かれていたことが明らかになりました。一部のメンバーは労
働市場の軟化を優先して追加利下げを主張した一方、別のメンバーか
らは、インフレが目標の2％に回帰しない場合、将来的な利上げの可能
性に言及するタカ派的な意見も出ています。
　足もとでは、米国とイランの軍事衝突を端緒とした中東情勢の緊迫
化により、原油価格が1バレル80ドルに迫る水準まで急騰しています。
このエネルギー価格や物流コストの上昇に、トランプ政権による関税
政策や財政拡大が重なることで、インフレが「想定外に粘り強く推移す
るリスク」が市場でも意識され始めています。
　市場の関心は、3月17日〜18日のFOMCで示される最新の政策金利
見通し（ドットチャート）と、5月に任期満了を迎えるパウエル議長後の新
体制へと移っています。インフレ圧力がくすぶるもとで、FRBが政策金利
の方向性について、どのように判断するのか注目が集まっています。
� （主席エコノミスト ： 阿原健一郎）

4月の政治・経済イベント「FOMC」

資料 米国の政策金利とインフレ率

（注）�直近は政策金利が3月、CPIが1月。
（出所）Macrobondより第一ライフ資産運用経済研究所作成
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